
審査意見への対応を記載した書類(７月) 

（目次）理学部生物学科 

１．生物・化学科 を廃止し、生物学科と化学科を新設する計画であるが、学科を分割す

ることにより、教育内容をどのように発展・高度化していくか不明瞭なため、新たに

設置する生物学科の特徴を示したうえで、具体的に説明すること。 
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（その他意見）理学部生物学科 

１．【３】生物・化学科 を廃止し、生物学科と化学科を新設する計画であるが、学科

を分割することにより、教育内容をどのように発展・高度化していくか不明瞭なた

め、新たに設置する生物学科の特徴を示したうえで、具体的に説明すること。 

（対応） 

「設置の趣旨等を記載した書類」において、生物・化学科 を廃止し、生物学科と化学

科を新設する必要性を記載しているが、教育内容をどのように発展・高度化していくかが

不明瞭だったため、「（３）生物・化学科を改組し化学科及び生物学科を設置する理由・必

要性」の「①教育課程の転換に伴い、教育実施体制の見直しが必要な理由」において、進

学希望者に対して化学または生物学の高い専門性を養うための教育課程に対応したアド

ミッション・ポリシーをそれぞれ掲げることができる体制にすることが必要であること、

卒業生が身に付けている能力が社会ニーズに対応していることを直接的に訴えることが

必要であることを踏まえ、生物・化学科を廃止し生物学科を新設することで、身に付ける

（身に付けた）専門分野が明確となり、進学希望者のニーズと社会ニーズに合致できるこ

との説明を追加する。 

また、同項目の「②新たな教育課程の特徴と効果」において、新たに設置する生物学科

の特徴として、以下のことを説明に追加する。 

a)今までの体制では困難であった生物学の専門科目を追加し、生物学を自らの専門の

柱とし、その高い専門性を身に付けさせる教育を行うこと。 

b)近年、古典的な生物学の各分野の専門化・細分化が進む中、社会においては生物学分

野以外の境界あるいは融合領域の知識も必要とされていることを踏まえ、学科を分

割することにより、化学との融合のみに限定されないさまざまな分野との組み合わ

せを可能とした分野横断型教育を導入すること。 

c)今後の社会、特に生物学に関連する分野で必要となるデータサイエンスの基本技

術を身に付けさせる教育を展開すること。

特に a)高度な専門性を身に付けさせた上で、b)分野横断型教育によって他分野を積極

的に理解し、それを活用する能力、さらに c)専門教育におけるデータサイエンス教育に

よってデータサイエンスの手法を取り入れてさらに専門性を高度化させることに関して、

「４．教育課程の編成の考え方及び特色」の「（３）科目区分の設定及び教育の概要・目

的」において、以上の b)分野横断型教育と c)データサイエンス教育の導入で可能となる

具体的な教育の高度化の内容について以下の説明を追加する。 

【分野横断型プログラム】 

これまでの２分野の複合学科である生物・化学科のカリキュラムでは、初年次に共通性、

融合性の高い授業科目を優先的に配置してきたため、初年次に分野横断の組み合わせの

選択肢がほぼ「生物学×化学」に固定されてしまい教育課程の閉塞感を打破できない状況

を生み出している。新たに生物学科を設置し、４年間という限られた期間の学士課程教育
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で、特定の分野間の融合領域境域を目指す教育ではなく、各学問分野の高い専門性を修得

させながら、他の分野へ興味を持つ機会を与え、社会ニーズに対応した幅広い専門分野の

融合に対応できる教育を実施する。 

〔生物学科における「自然科学系分野横断型プログラム」の組み合わせ〕 

・生物学×物理学 

物理学分野（スポーツ物理学分野）が提供するプログラム「物理学Ⅰ」、「力学Ⅰ」、

「力学Ⅱ」、「連続体物理学」の 10 単位の中から７単位を履修することにより、生物

学の学修に力学に関する理論・知識を導入し、生き物がおこなう運動現象を物理学的視

点に立ち、かつ方程式レベルで記述できる能力を養うことで、将来、生物学と物理学の

融合領域「臨床バイオメカニクス分野、人間工学分野」において活躍するための能力を

身に付けることができる。 

・生物学×情報科学 

情報科学分野が提供するプログラムの「プログラミング言語Ⅰ」、「プログラミング

演習Ⅰ」、「プログラミング言語Ⅱ」、「プログラミング演習Ⅱ」、「データ構造とア

ルゴリズム」、「多変量解析」、「シミュレーション技法」、「機械学習と最適化理論」、

「情報ネットワーク」、「信号画像処理」、「数値解析」の 20 単位のうち 10 単位を履

修する。これにより、生物学の学修にシミュレーション技法・画像処理に関する知識・

理解を導入し、生物学の実験生データと情報処理技法を組み合わせ、新たな知見を見出

す能力を養うことで、将来、生物学と情報科学の融合領域「バイオインフォマティクス、

生命医療技術分野」において活躍するための能力を身に付けることができる。 

・生物学×化学 

化学分野の有機化学分野が提供するプログラムでは、従来の生物・化学科生物学コー

スの学生が履修してきた「化学概論」、「有機化学Ⅰ」に、化学分野においてより専門

性が高い科目である「有機化学Ⅱ」、「有機化学Ⅲ」、「有機反応解析」、「天然物有

機化学」、「高分子化学」を加えた 14 単位のうち 10 単位を履修することにより、生物

学の学修に有機化合物、ファインケミカルに関する知識・理解の導入が図れる。これに

より、生物学領域で取り扱う生体分子・タンパク質・遺伝子そのものの動態を探求する

にとどまるだけでなく、分子反応速度論解析や分子デザインに対する視点を取り入れ、

生体分子の機能改変・ドラッグデリバリー等、将来、生物学と化学の融合領域「食品・

医薬製造業分野」において活躍するための能力を身に付けることができる。 

・生物学×地球科学 

地球科学分野（古生物学分野）が提供するプログラム「地学概論」、「地球科学実験

ⅠA」、「地球科学実験ⅠB」の６単位を履修することにより、生物学の学修に、地質学・

生物微化石学に関する知識・実験技術を導入し、生物遺骸から産生される資源学、地球

進化学等の知見を強化することにより、将来、生物学と地球科学の融合領域「環境アセ

スメント、地球資源開発分野」において活躍するための能力を身に付けることができる。 

2



【データサイエンス教育】 

今まで共通教育科目にのみ導入されていた「データサイエンス教育」を専門科目に新た

に導入し、今後の理工系分野では必須となるデータサイエンスのための基本技術を所属

する学科の専門分野に対応した教材を用いて身に付けさせる。 

・データサイエンス基礎科目 

必修科目である「データサイエンス技術Ⅰ」、「データサイエンス技術Ⅱ」において、

データサイエンスの基本技術である統計学と機械学習を新たに教育課程に導入し、こ

れらの数学的および情報学的素養を身に付ける。さらに必修科目として「生物データサ

イエンス技術演習」を導入し、生命科学分野で必要とされる様々な生物統計学手法を体

系的に身に付ける。従来の生物・化学科生物学コースにおけるデータサイエンス教育に

関しては、実験科目においてデータ処理を行うという学習内容しかなかったが、生物学

科の教育課程に以上の必修科目を導入することにより、理系データサイエンスの基礎、

生物学分野で必要とされる最低限の統計的検定の原理および統計的検定法の取捨選択

を自ら判断できる能力を身に付けることが可能となる。これにより、生物統計に関する

学修内容がより高度化し、生物学における細胞生物学から生態学等のミクロからマク

ロ領域に応じた生物データの検定・解析をすることが可能となる。 

・データサイエンス応用科目 

「バイオ数理技術」を履修することにより、データサイエンスの基礎に加えて、アラ

インメントアルゴリズムや系統樹作成に使われる近隣結合法、隠れマルコフモデル、ク

ラスタリング手法の理論を身に付け、「バイオデータ処理演習」においてこれらの手法

の演習を行い、生物学領域のデータサイエンスの実践的な理論・技法を身に付けること

ができる。さらに、「細胞解析学」では、細胞レベルの現象を数理的データに落とし込

み、直感的にイメージできる方法を学修する。また、「定量生物学」においては、生物

データの定量法、その後の数値データの意義を様々なレベル・スケール（分子から個体）

で思考できる力を養う。従来の生物・化学科生物学コースでは、実験科目において生物

データ解析を行ってきたにすぎなかったが、生物学科では、以上の科目における講義・

演習を体系的に教育課程に組み入れることにより、データサイエンスに関する学修内

容をより充実・高度化させることができる。これにより、生物データ解析・推定予測・

スケーリング法の学修導入が図られ、生物学における遺伝子工学・発生生物学・進化生

物学の領域でメタゲノム解析・遺伝子発現パターン予測・分子系統予測等をすることが

可能となる。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（１ページ） 

新 旧 

１．設置の趣旨及び必要性 

（２）これまでの教育課程と新たな教育へ

の転換の必要性 

①平成 18 年度の理学部の学科再編 

本学部は平成18年度にそれまでの数理科

学科、自然情報科学科（物理コース、情報コ

ース、生物科学コース）、化学・地球科学科

（化学コース、地球科学コース）の３学科を

改組し、数理科学科、物理・情報科学科(物

理学コース・情報科学コース)、生物・化学

科(生物学コース・化学コース)、地球圏シス

テム科学科の４学科体制に再編し、現在ま

で、複合学科としての教育課程編成を特徴

としてきた。平成18年度の学科改組では、そ

れまでの複合学科の専門分野の組み合わせ

を再検討し、学科名称と教育課程の内容を

適合させるとともに、当時の社会が卒業生

に求める資質を学生に教授できるようにす

る教育課程に改編する目的で、本学部の学

科を再編した。

１．設置の趣旨及び必要性 

（２）これまでの教育課程と新たな教育へ

の転換の必要性 

①平成 18 年度の理学部の学科再編

本学部は平成18年度にそれまでの数理科

学科、自然情報科学科、化学・地球科学科の

３学科を改組し、数理科学科、物理・情報科

学科(物理学コース・情報科学コース)、生物

・化学科(生物学コース・化学コース)、地球

圏システム科学科の４学科体制に再編し、

現在まで、複合学科による教育を特徴とし

てきた。平成18年度の学科改組では、それま

での複合学科の専門分野の組み合わせを再

検討し、学科名称にカリキュラムを対応さ

せるとともに、当時の社会が卒業生に求め

る資質との対応を明確にする目的で学科を

再編した。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（２ページ） 

新 旧 

特に、生物学を学修する過程で化学の基

礎知識は不可欠ではあるが、従来、生物学と

化学の専門教育がそれぞれ別の複合学科に

組み込まれていたため、化学の学問体系の

基礎（有機化学と無機化学）学修と並行して

生物学を学ぶ、あるいはライフサイエンス

との関わりを理解して化学を学ぶといった

カリキュラムを設定することが難しかった

。そのため、学科再編前の教育課程では、生

体を構成する分子や生体反応を理解するた

めに必要な化学の基礎知識なしで自然情報

科学科生物科学コースの専門科目を履修す

る学生が少なからずいたため、これを解消

することを目的として「生物・化学科」を新

設した。「生物・化学科」の教育理念は、そ

れぞれの専門分野についての高い専門性に

加えて、分子生物学、生物化学、天然物有機

化学などの生物学と化学の融合領域にも幅

広い学識を有する人材を養成することであ

った。 

②社会情勢の変化 

平成 20 年の中教審答申「学士課程教育の

構築に向けて」の発表を機に、社会は大学の

人材養成に対して「知識・理解」偏重から脱

し、「知識・理解」、「汎用的技能」、「態度・

志向性」及び「統合的な学習経験と創造的思

考力」の 4 つの学士力を総合的に身に付け

させることを求めるようになった。本学部

でも、学士力を総合的に身に付ける教育カ

リキュラムに修正し、学士力育成を意識し

たディプロマ・ポリシーを定め、教育を行っ

てきた。 

その中で生物学ならびに化学の両学問分

野においては、平成 18 年度に生物・化学科

特に「生物・化学科」に関しては、現代生

物学を学修する上で化学の基礎知識は不可

欠であるが、従来は生物学と化学が別の学

科であったため、化学の基礎の上に生物学

を学ぶ、あるいはライフサイエンスとの関

わりを理解して化学を学ぶといったカリキ

ュラムを設定することが難しかった。その

ため、生体化学反応を理解するための化学

の基礎知識なしで生物学専門科目を履修し

ようとする学生が少なからず存在したた

め、これを解消することを目的として「生

物・化学科」を新設した。「生物・化学科」

の教育理念は、それぞれの専門分野につい

ての高い専門性に加えて、分子生物学、生化

学、生物物理化学などの生物学と化学の融

合領域にも幅広い学識を有する人材を養成

することであった。 

②社会情勢の変化と新たな教育課程への転

換 

平成 20 年の中教審答申「学士課程教育の

構築に向けて」の発表を機に、社会は大学の

人材養成に対して「知識・理解」偏重から脱

し、「知識・理解」、「汎用的技能」、「態度・

志向性」及び「統合的な学習経験と創造的思

考力」の 4 つの学士力を総合的に身に付け

させることを求められるようになった。本

学部でも、学士力を総合的に身に付ける教

育カリキュラムに修正し、学士力育成を意

識したディプロマ・ポリシーを定め、教育を

行ってきた。 

その中で生物学ならびに化学の両学問分

野においては、平成 18 年度に生物・化学科
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を設置してからの13年が経過する間に、iPS

細胞に代表される生命科学技術あるいはカ

ーボンナノチューブ等の革新的な新素材・

デバイス技術など、飛躍的な進歩が起こり、

生物学と化学の融合だけでなく、さまざま

な分野との融合に対応できる人材が社会か

ら望まれるようになり、生物・化学科の養成

する人材像だけでは社会ニーズに対応でき

ない状況に転じた。

このような社会ニーズの変化に対応して

いく過程で、現在は、設置当初の高い専門性

と幅広い学識を有する人材育成という理念

は維持しつつ、以下に示す各コースにおけ

る養成する人材像を平成 29 年に改定し、そ

のディプロマ・ポリシーを別々に定めてい

る。 

を設置してからの 13 年間、iPS 細胞に代表

される生命科学技術あるいはカーボンナノ

チューブ等の革新的な新素材・デバイス技

術など、飛躍的な進歩が起こり、生物学と化

学の融合だけでなく、さまざまな分野との

融合に対応できる人材が社会から望まれる

ようになり、生物・化学科の養成する人材像

だけでは社会ニーズに対応できない状況に

転じた。 

このような社会ニーズの変化に対応して

いく過程で、現在は、設置当初の高い専門性

と幅広い学識を有する人材育成という理念

は維持しつつ、以下に示す各コースにおけ

る養成する人材像を平成 29 年に改定し、そ

のディプロマ・ポリシーを別々に定めてい

る。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（３ページ）

新 旧 

③現在の社会ニーズの動向 

現行の生物・化学科化学コースの卒業生

の主な職種である化学系技術者に関して

は、化学を基盤に数学、物理学、データサイ

エンスの素養を有する人材のニーズが高ま

ってきている。一方、生物学コースの卒業生

の主な職種であるバイオ・生命医療技術職・

品質保証・生産技術職及び環境系技術職に

おいては、生物学を基盤とした遺伝子・顕微

操作・細胞培養技術・動植物飼育経験を有す

る人材のニーズが高まってきている。さら

に、近年、需要が見込まれる臨床開発・研究

モニター職等では、「生物学と化学」の融合

のみならず、「生物学と情報科学・数学」「生

物学と物理学」など様々な分野の組み合わ

せに対応できる人材が求められ、加えて今

後はデータサイエンスの素養を有する人材

が期待されている。 

さらに、平成 30年の中教審答申「2040 年

実際に、ここ数年来、生物・化学科の卒業

生の就職先は、生物学コースと化学コース

で明確に分かれている。化学コースの卒業

生の主な職種である化学系技術者に関して

は、化学を基盤に数学、物理学、データサイ

エンスの素養を有する人材のニーズが高ま

ってきている。一方、生物学コースの卒業生

の主な職種であるバイオ・生命医療技術職・

品質保証・生産技術職及び環境系技術職に

おいては、生物学を基盤とした遺伝子・顕微

操作・細胞培養技術・動植物飼育経験を有す

る人材など、「生物学と化学」の融合のみな

らず、「化学と数学」「生物学と物理学」など

様々な分野の組み合わせに対応できる人材

が求められ、加えて今後はデータサイエン

スの素養を有する人材が期待されている。 

さらに、平成 30年の中教審答申「2040 年
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に向けた高等教育のグランドデザイン」に

おいては、社会情勢が大きく変化し、予測不

可能な時代を生きる人材育成が求められる

中で、日本の高等教育に対し「何を学び、何

を身に付けることができるのか」を中軸に

据えた多様性と柔軟性を持った教育への転

換が求められている。今後、本学部の学生の

出口となる産業界から求められる人材は、

これまでの常識を一蹴するような様々な予

測不可能な境界領域で技術革新・情報革新

が起こる状況に対応する能力を有する必要

があり、さらに、ビッグデータや創発的特性

の重要度が増す現代社会に適応・対処する

潜在的な能力を有する必要がある。 

④新たな教育課程への転換の必要性 

これらの多様化する社会ニーズに対応す

るために、まずは自らの専門分野の高い専

門性を着実に身に付けた上で、自らの専門

分野を軸にした理学の他分野の知識を広く

取り入れる態度と柔軟な思考力を有する人

材育成が必要である。さらには今後理工系

分野ではデータサイエンスの手法の導入は

必須であり、そのためにデータサイエンス

のための基本技術を修得させることも必要

となる。 

（削除） 

以上のような教育課題を解決するため

に、本学部では、予測不可能な時代を生きる

人材育成に向けて、学生に以下の能力を身

に付けさせる新たな教育課程に転換する。 

に向けた高等教育のグランドデザイン」に

おいては、社会情勢が大きく変化し、予測不

可能な時代を生きる人材育成が求められる

中で、日本の高等教育に対し「何を学び、何

を身に付けることができるのか」を中軸に

据えた多様性と柔軟性を持った教育への転

換が求められている。今後、本学部の学生の

出口となる産業界から求められる人材は、

予測不可能な境界領域で技術革新・情報革

新が起こる状況に対応する必要があり、さ

らに、ビッグデータや創発的特性の重要度

が増す現代社会で貢献する必要がある。 

これらの多様化する社会ニーズに対応す

るために、まずは自らの専門分野の高い専

門性を着実に身に付けた上で、自らの専門

分野を軸にした理学の他分野の知識を広く

取り入れる態度と柔軟な思考力を有する人

材育成が必要である。さらには今後理工系

分野ではデータサイエンスの手法の導入は

必須であり、そのためにデータサイエンス

のための基本技術を修得させることも必要

となる。 

このような教育を通して社会に対して学生

が「何を学び、身に付けているか」を丁寧に

示すことも求められている。一方で、高大接

続のわかりやすさを重視し、本学部での学

修意欲を高め、入学後のミスマッチを防ぐ

には、高校生に対して本学部に入学すれば

「何を学べ、身に付けることができるのか」

をより明確に示す必要もある。 

以上のような社会ニーズに対する教育課

題を解決するために、本学部では、予測不可

能な時代を生きる人材育成に向けて、学生

に以下の能力を身に付けさせる新たな教育

課程に転換する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（４～５ページ）

新 旧 

（枠囲み内文章） 

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にして理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。 

上記の新しい教育課程を効果的に機能さ

せるためには、以下のような教育実施体制

を作る必要がある。 

・理学の各専門分野（数学、情報科学、物理

学、化学、生物学、地球科学）で高い専門性

を身に付けることを希望し、高等学校卒業

までに大学で専門分野を学ぶための能力を

備えた入学希望者を入学させること 

・社会ニーズに対応した教育内容に転換す

るだけでなく、社会に対してそれを周知す

るとともに、学生をニーズのある分野に送

り出すこと

すなわち、進学希望者のニーズと社会ニ

ーズに対応し、入口側の接続から大学の教

育、出口側の接続までを一体化した教育課

程を構築することが必要である。 

しかし、現在の生物・化学科においては以下

の課題がある。 

(a)高校生（進学希望者）に「何を学べ、何

を身に付けることができるのか」を、より明

確に示すことや、適切なアドミッション・ポ

リシーを掲げることができない 

(b)卒業生が身に付けている能力が社会ニ

ーズに対応していることや、社会に対して

「何を学び、何を身に付けているか」を直接

的に訴えることができない 

（枠囲み内文章） 

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にした理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。 

上記の能力を身に付けさせる教育課程の

実現は、本学部の数理科学科、物理・情報科

学科及び地球圏システム科学科の３学科は

現行の学科体制で十分可能である。その一

方で、生物・化学科については、現体制では、

データサイエンス教育や自らの専門分野を

軸にした理学の他分野を理解するための分

野横断教育の新たな教育課程の導入に関し

て以下に説明するような課題があり、現行

の体制では不可能である。 

そのため、学科を改組し、新たに化学科及び

生物学科を設置する。改組後は数理科学科、

物理・情報科学科、化学科、生物学科及び地

球圏システム科学科の５学科体制とする。 
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（削除） 

［生物・化学科の現状と課題］ 

（図表差替・掲載箇所変更） 

［令和２年度からの山口大学理学部の教育

実施体制］ 

（図表） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（５～８ページ） 

新 旧 

（３）生物・化学科を改組し化学科及び生物

学科を設置する理由・必要性 

①教育課程の転換に伴い、教育実施体制の

見直しが必要な理由 

新しい教育課程の実現は、本学部の数理

科学科、物理・情報科学科及び地球圏システ

ム科学科の３学科は、現行の学科体制で十

分可能である。その一方で、生物・化学科に

ついては、以下に説明する理由で、現行の体

制では効果的に機能させることが困難であ

る。

（削除）

(a)高校生（進学希望者）に「何を学べ、何

を身に付けることができるのか」を、より明

確に示すことや、適切なアドミッション・ポ

リシーを掲げることができない 

一つの分野の高い専門性を育成すること

（３）生物・化学科を改組し化学科及び生物

学科を設置する理由・必要性 

前述の社会ニーズに対応するための現行

の生物・化学科の体制における課題と、新た

に化学科及び生物学科を設置することによ

り、それらの課題をどのように解決するか

を以下に示す。 

［生物・化学科の現状と課題］ 

（図表） 
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を最優先とする新たな教育課程においては

、進学希望者に対して、本学部に入学すれば

「何を学べ、何を身に付けることができる

のか」をより明確に示し、それに対する適切

なアドミッション・ポリシーを掲げること

によって、進学希望者の学問分野に対する

興味・関心と、本学部が提供する教育課程を

マッチングさせることは極めて重要である

。しかし、現在の生物・化学科の体制では、

化学を専門に学びたい学生と生物学を専門

に学びたい学生の両方に配慮する必要があ

り、生物学の高い専門性を養うための教育

課程に対応したアドミッション・ポリシー

を設定できない。

本学部で行う専門教育は、高等学校での

数学、理科（物理、化学、生物、地学）、情

報の内容を基盤とし、それらをもとにして

さらに高度な領域に内容を発展させること

が基本である。本学部への進学に興味を持

っている高校生側も、数学、物理、化学、生

物、地学、情報のいずれかを深く学ぶことを

希望する傾向が強く、それが進学する学部

及び学科を選ぶ際の重要な動機付けとなっ

ている。［資料１ （高校生対象）山口大学

理学部教育改革（構想中）に関する調査］

しかしながら、高校生にとって「生物・化

学科」という現在の名称は、入学後に生物学

と化学の両方を学ばなければならないとい

うイメージを無意識のうちに与えてしまっ

ている。現在の高等学校における教科「理科

」の科目選択は、物理と化学、もしくは、生

物と化学の組み合わせが多い。そのため、本

学部の生物・化学科は、物理と化学を選択し

、化学を学ぶことに興味を持っている進学

希望者のニーズに対応できていないと誤解

される傾向がある。

実際に、生物・化学科学生へのアンケート

(2017年度実施 2・3年生対象 n = 151名
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）によれば，「山口大学理学部，生物・化学

科を受験する上で不安だったこと」という

問いに対して，「生物と化学を両方とも勉強

しなければならないこと」という回答が第1
位で32%であった。さらに「山口大学理学部

，生物・化学科を受験した理由」として「生

物学または化学の何れかを専門的に勉強し

たい」という回答が34%であり，「生物学と

化学の両方を勉強したい」の19%を大きく

上回った。「生物・化学科」であることをわ

かって入学した学生でも「生物と化学を両

方とも勉強しなければならないこと」に抵

抗がある受験生が多数派である。［資料２ 

生物・化学科 大学選びに関するアンケー

ト］

高校生の大学選びに関するメディアの情

報は「大学名（第１階層）」→「学部名（第

２階層）」→「学科名（第３階層）」→「コ

ース・課程等（第４階層）」の階層を基本と

して発信される。第４階層の「コース」は省

略されることも多く、本学部のように多様

で複数の専門分野がある学部では第３階層

の「学科名」までに「何を学ぶことができる

のか」の情報を含めなければならない。その

ため、化学科及び生物学科を設置し、化学あ

るいは生物学に興味・関心をもち、いずれか

の分野を大学で深く学び、自分の専門性の

柱としたい人に入学してほしいことを、各

学科のアドミッション・ポリシーで明確に

掲げる必要がある。さらに、大学で専門性の

高い内容を学ぶための各専門分野の基礎知

識を高校までに身に付けているかを確認す

るための入試を、専門分野ごとに行う必要

がある。そのためには、専門分野名と入試の

募集単位である学科名とを一対一で対応さ

せる必要がある。

新たに生物学科を設置することにより、「

生物学の高い専門性を身に付けるとともに
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、データサイエンスの基本技術、さらには、

生物学を軸にして他分野を理解し、それを

活用する能力を身に付けることができる」

ことを進学希望者に明確に示すことができ

る。さらに、生物学を大学で深く学び、生物

学を自らの柱としたい進学希望者のニーズ

に応えることが可能となる。

(b)卒業生が身に付けている能力が社会ニ

ーズに対応していることや、社会に対して「

何を学び、何を身に付けているか」を直接的

に訴えることができない 

ここ数年来、現行の生物・化学科における

化学コース卒業生の主な職種である化学系

技術者に関しては、化学を基盤に数学、物理

学、データサイエンスの素養を有する人材

のニーズが高まってきている。一方、生物学

コース卒業生の主な職種であるバイオ・生

命医療技術職、品質保証・生産技術職及び環

境系技術職においては、生物学を基盤とし

た遺伝子・顕微操作・細胞培養技術・動植物

飼育経験を有する人材が求められ、加えて

今後はデータサイエンスの素養を有する人

材が期待されている。このように、両分野に

おける「養成する人材像」に対する社会ニー

ズは大きく異なっている。

本学部の卒業生の就職先企業に対する調

査の結果では、高い専門性と技術を身に付

けた人材へのニーズが高い。多くの企業は、

新規採用時の理学部の卒業生に対して、何

か１つの分野の専門知識と汎用的技能を身

に付けていることを最低限求めている。そ

の理由として、学ぶ専門分野ごとに別々に

学科を設置することが、その学科の卒業生

が何を学んだかが明確でわかりやすいとい

う意見が聞かれる。［資料３ （企業・団体

対象）山口大学理学部教育改革（構想中）に

関する調査］
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化学と生物学の２つの専門分野の教育に

よる「養成する人材像」に対する社会ニーズ

が大きく異なっている中、社会に対して卒

業生が「何を学び、何を身に付けているのか

」を分野ごとに丁寧に説明するためには、教

育課程を導入・実践する学科の名称と専門

分野名を一致させる必要がある。

化学科と生物学科を設置し、それぞれの

教育課程で「養成する人材像」を明確に定め

直すとともに、分野ごとに高い専門性を身

に付ける教育を行うことにより、学生が「生

物学の高い専門性を身に付けているととも

に、データサイエンスの基本技術、さらには

、生物学を軸にして他分野を理解し、それを

活用する能力を身に付けている」ことを社

会に対して明確に示すことができる。さら

に、データサイエンスの素養を備えている

人材を社会に送り込むことで、社会ニーズ

に応えるとともに、それを社会に周知する

ことが可能となる。

以上のことから、学科を改組し、新たに化

学科及び生物学科を設置する。改組後は数

理科学科、物理・情報科学科、化学科、生物

学科及び地球圏システム科学科の５学科体

制とする。

［令和３年度からの山口大学理学部の教育

実施体制］ 

（図表・掲載箇所変更）
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（８～12 ページ）

新 旧 

②新たな教育課程の特徴と効果 

化学科及び生物学科を設置することによ

り、新たな教育課程において実施する以下

の３点の特徴的な教育を効果的に実行する

ことが可能となる。

(a)社会ニーズに対応した高い専門性の修

得を可能とする教育課程の導入・実践 

(b)社会ニーズ及び進学希望者のニーズに

対応した幅広い専門分野の融合に対応でき

る教育課程の導入・実践 

(c)社会ニーズに対応したデータサイエン

ス教育の導入・実践

詳細な説明は以下のとおりである。

(a)社会ニーズに対応した高い専門性の修

得を可能とする教育課程の導入・実践 

新たに設置する生物学科では、分子・細胞

レベルから個体・生物圏レベルの生態系ま

での様々な階層における生命現象を捉える

ための基本概念、進化、生命現象における創

発特性及び重要概念相互の関連性を理解す

るという学問の目的を基本とし、生物学を

自らの専門の柱とし、その高い専門性を身

に付けさせる教育を行う。

そのためには、初年次から生物学の専門

性に応じたカリキュラムによる教育が必要

である。しかし、現行の生物・化学科では、

複合学科という特性から、初年次に共通性・

融合性の高い６科目12単位分の必修科目を
優先的に配置している。このため、授業の内

容が易化しており、学生が進みたい分野の

専門性の深化に支障を来しているが、専門

性を高めるための授業科目を初年次教育に

①社会ニーズに対応した高い専門性の修得

を可能とする教育課程にすることが必要 

社会ニーズに対応した高い専門性の修得

を可能とする教育課程を実現するには、初

年次から各分野の専門性に応じたカリキュ

ラムによる教育が必要である。しかし、現行

の生物・化学科では、複合学科という特性か

ら、初年次に共通性・融合性の高い６科目1

2単位分の必修科目を優先的に配置してい

る。このため、授業の内容が易化しており、

学生が進みたい分野の専門性の深化に支障

を来しているが、専門性を高めるための授

業科目を初年次教育に追加することは、履
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追加することは、履修可能な授業科目数の

制限により難しい。

新しい生物学科では、生物・化学科におい

て開講していた生物学の基礎的な内容をよ

り発展的な内容にまで踏み込んだ授業科目

として基礎生物学Ⅰ、基礎生物学Ⅱを配置

する。遺伝子、細胞、動植物等に関する専門

性を高めるために、分子生物学、遺伝子工学

、発生生物学、動物生理学、植物生理学、時

間生物学、分子遺伝学、生物物理学等に関す

る授業科目に加え、進化生物学、細胞生物学

、生物科学等の分子・細胞から生態進化発生

領域（分野）までを網羅する授業科目を追加

する。さらに、定量生物学、細胞解析学、生

物データサイエンス技術演習等の生物学領

域の応用的な授業科目も追加する。

化学科及び生物学科を設置することで、

初年次教育から独自の専門性を教授し、そ

れを基盤として高年次において学修者が自

ら選択できる分野横断型の学修環境体制を

もつ教育課程が実現できる。

［生物・化学科と化学科及び生物学科の教

育課程の違い］（図表差替）

(b)社会ニーズ及び進学希望者のニーズに

対応した幅広い専門分野との融合に対応で

きる教育課程の導入・実践 

新たに設置する生物学科においては、古

修可能な授業科目数の制限により難しい。 

また、高い専門性を着実に身に付けた上で、

他分野の知識を広く取り入れる態度と柔軟

な思考力を育成するためには、早い段階で

高い専門性を修得し、高年次に幅広い分野

との融合を可能とする教育課程に転換しな

ければならない。 

化学科及び生物学科を設置することで、初

年次教育から独自の専門性を教授し、それ

を基盤として高年次において学修者が自ら

選択できる分野横断型の学修環境体制をも

つ教育課程が実現できる。 

［生物・化学科と化学科及び生物学科の教

育課程の違い］（図表） 

②社会ニーズに対応した幅広い専門分野と

の融合に対応できる教育課程にすることが

必要 
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典的な生物学の各分野の専門化・細分化が

進む中、社会においては、生物学分野以外の

化学、物理学、情報科学、数理科学、地球科

学分野との境界あるいは融合領域の知識も

必要とされていることを踏まえ、化学のみ

に限定されない幅広い専門分野との融合に

対応するため、さまざまな分野との組み合

わせが可能な分野横断型教育を導入する。

今後は、今までに想定されなかったよう

な分野間の融合領域でのイノベーションが

期待されており、「生物学と化学」の組み合

わせの融合だけでなく、化学、及び、生物学

の分野とも、数学、物理学、地学との融合領

域の発展が予想される。

それに伴い社会ニーズも変化し、生物学

分野では、卒業生が従事する主な職種であ

るバイオ・生命医療技術職・品質保証・生産

技術職及び環境系技術職においては、生物

学を基盤とした遺伝子・顕微操作・細胞培養

技術・動植物飼育経験をもつ人材のほか、臨

床開発・研究モニター職種等では情報科学、

物理学、数学など様々な分野の組み合わせ

に対応できる人材が求められている。

さらに、進学希望者には、自らが学びたい

専門分野以外の他の専門分野も学びたいと

いうニーズがある。その場合、進学希望者に

は「化学と生物学」という特定の組み合わせ

ではなく、自らの志向に応じてさまざまな

分野を学ぶことを可能とするカリキュラム

編成をしなければならない。

２分野の複合学科である生物・化学科の

カリキュラムでは、初年次に共通性、融合性

の高い授業科目を優先的に配置してきた。

そのため、初年次に分野横断の組み合わせ

の選択肢がほぼ「生物学×化学」に固定され

てしまい教育課程の閉塞感を打破できない

状況を生み出している。上記の社会ニーズ

や進学希望者のニーズに応えるためには、

今後は、今までに想定されなかったよう

な分野間の融合領域でのイノベーションが

期待されており、「生物学と化学」の組み合

わせの融合だけでなく、「化学と数学」、「

生物学と物理学」など、さまざまな分野の組

み合わせに対応できる人材が社会から望ま

れるようになっている。 

このような社会ニーズに応えるためには、

もはや特定の分野間の融合領域境域を目指

す教育ではなく、それぞれの学問分野の高

い専門性を修得させながら、他の分野へ興

味を持つ機会を与え、広い視野を持たせる

ような新たな教育の導入が必要である。 

２分野の複合学科である生物・化学科の

カリキュラムでは、初年次に共通性、融合性

の高い授業科目を優先的に配置しなければ

ならない。そのため、初年次に分野横断の組

み合わせの選択肢が「生物学×化学」だけに

ほぼ固定されてしまう欠点がある。そこに「

生物学×化学」以外の新たな分野横断教育

を可能にするには、履修可能な授業科目数

の制限のため、困難である。さらに、新しい

教育で目指す高い専門性の修得を可能とす

るためには初年次から各分野の専門性に応

じた積み上げ式のカリキュラムが必要であ

る。初年次から１つの専門分野に絞り、その

後いろいろな組み合わせの分野横断教育を

実現するためには現在の教育体系では実施

ができない。 
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もはや特定の分野間の融合領域境域を目指

す教育ではなく、それぞれの学問分野の高

い専門性を修得させながら、他の分野へ興

味を持つ機会を与え、広い視野を持たせる

ような新たな教育課程の導入が必要である

。

しかし、既存の生物・化学科のカリキュラ

ムで新たな分野横断教育を可能にするため

には、４年間という限られた期間の学士課

程教育では、物理的にも学生の修得能力的

にも困難である。

化学科及び生物学科を設置することで、

高年次においてさまざまな組み合わせの分

野横断型教育を可能とし、社会ニーズに対

応した幅広い専門分野の融合に対応できる

教育課程を実現できる。

(c)社会ニーズに対応したデータサイエン

ス教育の導入・実践 

新たに設置する生物学科では、今後の社

会、特に生物学に関連する分野で必要とな

るデータサイエンスの基本技術を身に付け

させる教育を展開する。

本学部の卒業生を採用した企業の多くが

、新たに導入しようとしているデータサイ

エンス教育に興味・関心をもっている。［資

料３ （企業・団体対象）山口大学理学部教

育改革（構想中）に関する調査］

現在、各専門分野でのデータサイエンス

の手法の導入は、分野の特性に合わせた導

入がなされている。例えば、化学の分野にお

いては深層学習の手法を用いた化学反応予

測による新規化合物の創生、分子軌道計算

を利用した化学反応解析、機械学習による

材料の物性予測等のマテリアルインフォマ

ティクス、さらには化学工業における製造

プロセスにおけるデータサイエンス導入等

が盛んに行われるようになっている。一方、

そこで、化学科及び生物学科を設置するこ

とで、分野横断教育やデータサイエンス教

育のような社会ニーズに対応した幅広い専

門分野の融合に対応できる教育課程を実現

できる。 

③社会ニーズに対応したデータサイエンス

教育を導入することが必要 

現在、各専門分野でのデータサイエンス

の手法の導入は、分野の特性に合わせた導

入がなされている。例えば、化学の分野にお

いては深層学習の手法を用いた化学反応予

測による新規化合物の創生、分子軌道計算

を利用した化学反応解析、機械学習による

材料の物性予測等のマテリアルインフォマ

ティクス、さらには化学工業における製造

プロセスにおけるデータサイエンス導入等

が盛んに行われるようになっている。一方、
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生物学の分野でもAI・機械学習の方法を利
用したバイオインフォマティクス、AI・機械
学習、独自標的探索及び新規可視化技術の

組み合わせによる創薬開発・ドラッグデリ

バリー技術が積極的に導入されるようにな

り、新たな成果が盛んに出されている。

以上のような背景の中、それぞれの専門

分野でデータサイエンスを活用していくた

めには、各専門分野の特性に即したデータ

サイエンス教育を取り入れる必要がある。

特に、化学の分野と生物学の分野では、その

専門性の違いによって、使用するデータサ

イエンスの手法に相違がある。また、データ

サイエンス教育はデータサイエンスの基本

技術の習得から応用例の習得までを積み上

げ方式で行う必要がある。

現状の生物・化学科における教育体系で

は、前述の通り、初年次に共通性、融合性の

高い授業科目を優先的に配置しなければな

らないため、専門分野に即したデータサイ

エンス教育を新たに取り入れることは、４

年間という限られた期間の学士課程教育で

は、物理的にも学生の修得能力的にも困難

である。

化学科及び生物学科を設置することで、

社会ニーズに対応した専門分野に則したデ

ータサイエンス教育を導入できる。

以上のように、生物・化学科を改組し、新

たに生物学科を設置することにより、各分

野の高い専門性を養うための教育に加えて

、多様な分野との分野横断教育、データサイ

エンス教育のすべてを４年間で履修するこ

とが可能になる。

（削除）

生物学の分野でも学習の方法を利用したバ

イオインフォマティクス等、データサイエ

ンスの手法が積極的に導入され、新たな成

果が盛んに出されている。 

以上のような背景の中、それぞれの専門

分野でデータサイエンスを活用していくた

めには、各専門分野の特性に即したデータ

サイエンス教育を取り入れる必要がある。

特に、化学の分野と生物学の分野では、その

専門性の違いによって、使用するデータサ

イエンスの手法に相違がある。データサイ

エンス教育はデータサイエンスの基本技術

の習得から応用例の習得までを積み上げ方

式で行う必要がある。 

現状の生物・化学科における教育体系で

は、前述の通り、初年次に共通性、融合性の

高い授業科目を優先的に配置しなければな

らないため、専門分野に即したデータサイ

エンス教育を新たに取り入れることは、履

修可能な授業科目数の制限から現在の教育

体系では実施ができない。 

化学科及び生物学科を設置することで、社

会ニーズに対応した専門分野に則したデー

タサイエンス教育を導入できる。 

④社会に対して「何を学び、身に付けている

か」を、より丁寧に示すことが必要 

ここ数年来、現行の生物・化学科における
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（削除）

化学コース卒業生の主な職種である化学系

技術者に関しては、化学を基盤に数学、物理

学、データサイエンスの素養を有する人材

のニーズが高まってきている。一方、生物学

コース卒業生の主な職種であるバイオ・生

命医療技術職、品質保証・生産技術職及び環

境系技術職においては、生物学を基盤とし

た遺伝子・顕微操作・細胞培養技術・動植物

飼育経験を有する人材が求められ、加えて

今後はデータサイエンスの素養を有する人

材が期待されている。このように、両分野に

おける「養成する人材像」に対する社会ニー

ズは大きく異なっている。化学科と生物学

科を設置し、それぞれの教育課程で「養成す

る人材像」を明確に定め直すとともに、分野

ごとに高い専門性を身に付ける教育を行う

ことにより、学生が「何を学び、身に付けて

いるか」を社会に対して明確に示すことが

できる。 

⑤高校生（入学希望者）に「何を学べ、身に

付けることができるのか」を、より明確に示

すことが必要 

高大接続の観点から、入学希望者に対し

て、「入学後に何を学び、身に付けることが

できるのか」を分かりやすく示すことが必

要である。そのために本学部は、所属する学

科の専門分野をしっかりと学び、各自の高

い専門性を育成することを最優先とする教

育カリキュラムに転換する。化学科と生物

学科を設置することにより、各専門分野に

おける「養成する人材像」を明確化し、それ

を目指した教育課程に適合する学生像を、

アドミッション・ポリシーで入学希望者に

対して明確に示すことができる。これによ

り、入学者のミスマッチを防ぐこともでき

る。 
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［社会ニーズに対応した教育課程］ 

（図表差替）

［社会ニーズに対応した教育課程］ 

 （図表） 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（14 ページ）

新 旧 

２．学科の特色 

（枠囲み内文章）

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にして理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。

２．学科の特色 

（枠囲み内文章） 

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にした理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（15～16 ページ）

新 旧 

特に、データサイエンス教育については、

平成30年度から全学部1年生全員が履修す

る全学必修共通教育科目「データ科学と社

会Ⅰ」及び「データ科学と社会Ⅱ」を実施し

ている。また、全学部専門教育にデータサイ

エンス教育科目を導入することを機関決定

し、実施に向け準備を進めている。［資料４

 山口大学のデータサイエンス教育］

専門教育への科目導入にあたっては、デ

ータサイエンティスト協会のスキルチェッ

クリストをベースに、一部データサイエン

特に、データサイエンス教育については、

平成30年度から全学部1年生全員が履修す

る全学必修共通教育科目「データ科学と社

会Ⅰ」及び「データ科学と社会Ⅱ」を実施し

ている。また、全学部専門教育にデータサイ

エンス教育科目を導入することを機関決定

し、実施に向け準備を進めている。［資料１

 山口大学のデータサイエンス教育］

専門教育への科目導入にあたっては、デ

ータサイエンティスト協会のスキルチェッ

クリストをベースに、一部データサイエン
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ス教育強化拠点コンソーシアムの項目を取

り入れ、各学部、分野に応じた本学独自のデ

ータサイエンス教育レベル基準（レベル１

～４）を設定した。 

最高レベル４は、本学部及び工学部の情

報系分野を対象とし、本学部では物理・情報

科学科情報科学コースにレベル４の教育内

容を設定する。本学部の他の学科・コースで

はレベル３を満たす教育内容とするため

に、データサイエンスの基本技術の習得と

各専門分野における応用例の理解を目指し

た教育を実施する。 

この度の学科再編によって、本学部では

全学に先立ち、専門科目にデータサイエン

ス教育科目を新たに導入する。まず、同じレ

ベル３を設定する本学部、工学部、農学部の

３つの理系学部共通でデータサイエンスの

基本技術を習得させるデータサイエンス専

門基礎科目と各専門分野でのデータサイエ

ンス応用例を理解させるデータサイエンス

専門応用科目を設定する。データサイエン

ス専門基礎科目については、共通の教科書

を編集し、共通の内容で実施する。本学部に

おけるデータサイエンス教育の取組みは、

データサイエンス教育の全学展開に向けて

のモデルとなる役割を果たす。

また、データサイエンス教育の実施にあ

たっては、学内各部局に所属する情報系教

員で組織される情報・データ科学教育セン

ターを設置（令和２年４月１日）し、教育リ

ソース（人員、ノウハウ、教材）の共有化と

効率化を図る体制とする。特にセンターに

は本学部を担当する情報系教員も参加する

予定であり、本学部ではデータサイエンス

教育の導入と実施については、授業科目と

その内容の設定、担当する教員の配置方法、

共通教材の作成を、センターと連携しなが

ら進め、大学全体のデータサイエンス教育

に貢献する。

ス教育強化拠点コンソーシアムの項目を取

り入れ、各学部、分野に応じた本学独自のデ

ータサイエンス教育レベル基準（レベル１

～４）を設定した。 

最高レベル４は、本学部及び工学部の情

報系分野を対象とし、本学部では物理・情報

科学科情報科学コースにレベル４の教育内

容を設定する。本学部の他の学科・コースで

はレベル３を満たす教育内容とするため

に、データサイエンスの基本技術の習得と

各専門分野における応用例の理解を目指し

た教育を実施する。 

この度の学科再編によって、本学部では

全学に先立ち、専門科目にデータサイエン

ス教育科目を新たに導入する。まず、同じレ

ベル３を設定する本学部、工学部、農学部の

３つの理系学部共通でデータサイエンスの

基本技術を習得させるデータサイエンス専

門基礎科目と各専門分野でのデータサイエ

ンス応用例を理解させるデータサイエンス

専門応用科目を設定する。データサイエン

ス専門基礎科目については、共通の教科書

を編集し、共通の内容で実施する。本学部に

おけるデータサイエンス教育の取組みは、

データサイエンス教育の全学展開に向けて

のモデルとなる役割を果たす。

また、データサイエンス教育の実施にあ

たっては、学内各部局に所属する情報系教

員で組織される情報・データ科学教育セン

ターを設置（令和２年４月１日）し、教育リ

ソース（人員、ノウハウ、教材）の共有化と

効率化を図る体制とする。特にセンターに

は本学部を担当する情報系教員も参加する

予定であり、本学部ではデータサイエンス

教育の導入と実施については、授業科目と

その内容の設定、担当する教員の配置方法、

共通教材の作成を、センターと連携しなが

ら進め、大学全体のデータサイエンス教育

に貢献する。
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情報・データ科学教育センターの設置と

運用は、今後、多様な社会ニーズに対応した

教育を提供していくために、本学での情報

系以外の他の教育分野に展開するモデルと

する。

新たに設置する生物学科の特色は、以下

の通りである。

生物学は、分子・細胞レベルから個体・生

物圏レベルの生態系までの様々な階層にお

ける生命現象を捉えるため、生物学の基本

概念、進化、生命現象における創発特性及び

重要概念相互の関連性の理解を必要とする

学問分野である。

近年、生物学は、ミクロとマクロ生物学の

両方の知識と視点を有することが、生態進

化発生学などの新たな生物学領域のブレイ

クスルーをもたらしている。古典的な生物

学の各分野の専門化・細分化が進む中、社会

においては、生物学分野以外の化学、物理学

、情報科学、数理科学、地球科学分野との境

界あるいは融合領域の知識も必要とされて

いる。

このような背景の下、生物学科を設置し、

初年次よりミクロからマクロまでの様々な

階層における生物学の基礎知識・概念の学

修を行い、細胞・動植物及び遺伝子に関連し

た各専門科目を学修するとともに生物学領

域の実験手法や野外調査法の基礎的及び発

展的な学修を行う。さらには、データサイエ

ンスの基本技術や他の分野の入門的知識や

考え方について学修を行う。以上により学

士力を総合的に身に付ける。卒業後にバイ

オ・食品・医薬・環境アセスメント関連企業

等の生産・品質管理・環境系技術者や生物学

を専門とした理科教員として活躍できる人

材、大学院に進学し高度な専門性を養うた

めに必要な基盤的素養を身に付けた人材、

情報・データ科学教育センターの設置と

運用は、今後、多様な社会ニーズに対応した

教育を提供していくために、本学での情報

系以外の他の教育分野に展開するモデルと

する。

新たに設置する生物学科の特色は、以下

の通りである。 

生物学は、分子・細胞レベルから個体・生

物圏レベルの生態系までの様々な階層にお

ける生命現象を捉えるため、生物学の基本

概念、進化、生命現象における創発特性及び

重要概念相互の関連性の理解を必要とする

学問分野である。 

近年、生物学は、ミクロとマクロ生物学の

両方の知識と視点を有することが、生態進

化発生学などの新たな生物学領域のブレイ

クスルーをもたらしている。古典的な生物

学の各分野の専門化・細分化が進む中、社会

においては、生物学分野以外の化学、物理学

、情報科学、数理科学、地球科学分野との境

界あるいは融合領域の知識も必要とされて

いる。 

このような背景の下、生物学科を設置し、

ミクロからマクロまでの様々な階層におけ

る生物学の基礎知識・概念の学修、及び生物

学領域の実験手法や野外調査法の基礎的及

び発展的な学修を行う。さらには、データサ

イエンスの基本技術や他の分野の入門的知

識や考え方について学修を行う。以上によ

り学士力を総合的に身に付ける。卒業後に

バイオ・食品・医薬・環境アセスメント関連

企業等の生産・品質管理・環境系技術者や生

物学を専門とした理科教員として活躍でき

る人材、大学院に進学し高度な専門性を養

うために必要な基盤的素養を身に付けた人

材、さらには分野横断教育、データサイエン

ス教育、課題解決型教育により付加的能力
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さらには分野横断教育、データサイエンス

教育、課題解決型教育により付加的能力を

身に付け、生物学を基盤とした幅広い分野

で活躍できる人材を養成する。

を身に付け、生物学を基盤とした幅広い分

野で活躍できる人材を養成する。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（17 ページ）

新 旧 

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)理学部の教育課程の考え方 

（枠囲み内文章）

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にして理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。

４．教育課程の編成の考え方及び特色 

(1)理学部の教育課程の考え方 

（枠囲み内文章） 

③「分野横断型プログラム」や「課題解決型

教育科目」の多様で柔軟な教育を提供し、自

らの専門分野を軸にした理学の他分野を積

極的に理解し、それを活用する能力を身に

付けさせる。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（19～21 ページ）

新 旧 

(3)科目区分の設定及び教育の概要・目的 

③データサイエンス教育科目 

共通教育科目の教養コア系列・情報処理

分野の「データ科学と社会Ⅰ」及び「データ

科学と社会Ⅱ」において、社会におけるデー

タサイエンスの位置づけ等に関する知識を

修得させる。次に、専門科目に新しく導入す

る、データサイエンス教育科目の「データサ

イエンス技術Ⅰ」及び「データサイエンス技

術Ⅱ」でデータサイエンスのための基本技

術である統計学と機械学習の基礎を身に付

けさせる。さらに、身に付けた統計学と機械

学習の基礎を各専門分野で実践するための

演習を「データサイエンス技術演習」で行な

わせる。その後は、各専門分野のデータサイ

エンス応用例を各学科が設置する授業科目

によって学ばせる。データサイエンスの応

用方法はそれぞれの専門分野で異なるの

で、それぞれの学科で異なる授業科目を設

(3) 科目区分の設定及び教育の概要・目的 

③データサイエンス教育科目 

共通教育科目の教養コア系列・情報処理

分野の「データ科学と社会Ⅰ」及び「データ

科学と社会Ⅱ」において、社会におけるデー

タサイエンスの位置づけ等に関する知識を

修得させる。次に、専門科目に新しく導入す

る、データサイエンス教育科目の「データサ

イエンス技術Ⅰ」及び「データサイエンス技

術Ⅱ」でデータサイエンスのための基本技

術である統計学と機械学習の基礎を身に付

けさせる。さらに、身に付けた統計学と機械

学習の基礎を各専門分野で実践するための

演習を「データサイエンス技術演習」で行な

わせる。その後は、各専門分野のデータサイ

エンス応用例を各学科が設置する授業科目

によって学ばせる。データサイエンスの応

用方法はそれぞれの専門分野で異なるの

で、それぞれの学科で異なる授業科目を設
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定する。 

現在、各専門分野で、その分野の特性に合わ

せたデータサイエンスの手法の導入がなさ

れ、新たな成果が盛んに創出されている。そ

れぞれの専門分野でデータサイエンスを活

用していくためには、各専門分野の特性に

合わせ、データサイエンスの基本技術の習

得から応用例の習得までを積み上げ方式で

行う。基本技術の習得は将来、幅広い分野で

データサイエンスを導入するための基礎と

なる素養を身に付けさせ、それに加え、応用

例を学ばせることで具体的なデータサイエ

ンスの適用方法の一部を習得させる教育効

果につながる。 

【生物学科におけるデータサイエンス教育

科目】

・データサイエンス基礎科目

生物学科では、必修科目である「データサイ

エンス技術Ⅰ」、「データサイエンス技術Ⅱ

」において、データサイエンスの基本技術で

ある統計学と機械学習を新たに教育課程に

導入し、これらの数学的および情報学的素

養を身に付ける。さらに必修科目として「生

物データサイエンス技術演習」を導入し、生

命科学分野で必要とされる様々な生物統計

学手法を体系的に身に付ける。従来の生物・

化学科生物学コースにおけるデータサイエ

ンス教育に関しては、実験科目においてデ

ータ処理を行うという学習内容しかなかっ

たが、生物学科の教育課程に以上の必修科

目を導入することにより、理系データサイ

エンスの基礎、生物学分野で必要とされる

最低限の統計的検定の原理および統計的検

定法の取捨選択を自ら判断できる能力を身

に付けることが可能となる。これにより、生

物統計に関する学修内容がより高度化し、

生物学における細胞生物学から生態学等の

定する。 

現在、各専門分野で、その分野の特性に合わ

せたデータサイエンスの手法の導入がなさ

れ、新たな成果が盛んに創出されている。そ

れぞれの専門分野でデータサイエンスを活

用していくためには、各専門分野の特性に

合わせ、データサイエンスの基本技術の習

得から応用例の習得までを積み上げ方式で

行う。基本技術の習得は将来、幅広い分野で

データサイエンスを導入するための基礎と

なる素養を身に付けさせ、それに加え、応用

例を学ばせることで具体的なデータサイエ

ンスの適用方法の一部を習得させる教育効

果につながる。 

（追加） 
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ミクロからマクロ領域に応じた生物データ

の検定・解析をすることが可能となる。

・データサイエンス応用科目

 生物学科では、「バイオ数理技術」を履修

することにより、データサイエンスの基礎

に加えて、アラインメントアルゴリズムや

系統樹作成に使われる近隣結合法、隠れマ

ルコフモデル、クラスタリング手法の理論

を身に付け、「バイオデータ処理演習」にお

いてこれらの手法の演習を行い、生物学領

域のデータサイエンスの実践的な理論・技

法を身に付けることができる。さらに、「細

胞解析学」では、細胞レベルの現象を数理的

データに落とし込み、直感的にイメージで

きる方法を学修する。また、「定量生物学」

においては、生物データの定量法、その後の

数値データの意義を様々なレベル・スケー

ル（分子から個体）で思考できる力を養う。

従来の生物・化学科生物学コースでは、実験

科目において生物データ解析を行ってきた

にすぎなかったが、生物学科では、以上の科

目における講義・演習を体系的に教育課程

に組み入れることにより、データサイエン

スに関する学修内容をより充実・高度化さ

せることができる。これにより、生物データ

解析・推定予測・スケーリング法の学修導入

が図られ、生物学における遺伝子工学・発生

生物学・進化生物学の領域でメタゲノム解

析・遺伝子発現パターン予測・分子系統予測

等をすることが可能となる。

各学科の専門分野の教育及びデータサイエ

ンス教育を行った上で、以下のような柔軟

で多様な教育により、学生の学修の幅を広

げる機会を提供する。 

各学科の専門分野の教育及びデータサイエ

ンス教育を行った上で、以下のような柔軟

で多様な教育により、学生の学修の幅を広

げる機会を提供する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（24～25 ページ）

新 旧 

⑤分野横断型プログラム

ア 「自然科学系」分野横断型プログラム 

学生自身が所属する学科の専門分野以外

のいずれかの専門分野の授業科目群を履修

することで、他分野の知識と他分野を理解

しその知識や技能を取り込もうとする態度

を身に付けさせる。学科・コースが他学科向

けに設定している単位取得条件を満たせば

、学生は自身が所属している学科とは異な

る専門分野の研究室で「特別研究（卒業研究

）」を行うことも可能とする。自然科学系分

野横断型プログラムには、物性物理学分野、

電磁宇宙物理学分野、理論宇宙物理学分野、

スポーツ物理学分野、情報科学分野、無機化

学分野、有機化学分野、生物学分野、火山・

地下水分野、応用地質学分野、古生物分野が

提供するプログラムがある。

【生物学科における「自然科学系分野横断

型プログラム」の組み合わせ】

・生物学×物理学

 物理学分野（スポーツ物理学分野）が提供

するプログラム「物理学Ⅰ」、「力学Ⅰ」、

「力学Ⅱ」、「連続体物理学」の10単位の中

から７単位を履修することにより、生物学

の学修に力学に関する理論・知識を導入し、

生き物がおこなう運動現象を物理学的視点

に立ち、かつ方程式レベルで記述できる能

力を養うことで、将来、生物学と物理学の融

合領域「臨床バイオメカニクス分野、人間工

学分野」において活躍するための能力を身

に付けることができる。

・生物学×情報科学

 情報科学分野が提供するプログラムの「

プログラミング言語Ⅰ」、「プログラミング

⑤分野横断型プログラム

ア 「自然科学系」分野横断型プログラム 

学生自身が所属する学科の専門分野以外

のいずれかの専門分野の授業科目群を履修

することで、他分野の知識と他分野を理解

しその知識や技能を取り込もうとする態度

を身に付けさせる。学科・コースが他学科向

けに設定している単位取得条件を満たせば

、学生は自身が所属している学科とは異な

る専門分野の研究室で「特別研究（卒業研究

）」を行うことも可能とする。自然科学系分

野横断型プログラムには、物性物理学分野、

電磁宇宙物理学分野、理論宇宙物理学分野、

スポーツ物理学分野、情報科学分野、無機化

学分野、有機化学分野、生物学分野、火山・

地下水分野、応用地質学分野、古生物分野が

提供するプログラムがある。

（追加）
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演習Ⅰ」、「プログラミング言語Ⅱ」、「プ

ログラミング演習Ⅱ」、「データ構造とアル

ゴリズム」、「多変量解析」、「シミュレー

ション技法」、「機械学習と最適化理論」、

「情報ネットワーク」、「信号画像処理」、

「数値解析」の20単位のうち10単位を履修

する。これにより、生物学の学修にシミュレ

ーション技法・画像処理に関する知識・理解

を導入し、生物学の実験生データと情報処

理技法を組み合わせ、新たな知見を見出す

能力を養うことで、将来、生物学と情報科学

の融合領域「バイオインフォマティクス、生

命医療技術分野」において活躍するための

能力を身に付けることができる。

・生物学×化学

 化学分野の有機化学分野が提供するプロ

グラムでは、従来の生物・化学科生物学コー

スの学生が履修してきた「化学概論」、「有

機化学Ⅰ」に、化学分野においてより専門性

が高い科目である「有機化学Ⅱ」、「有機化

学Ⅲ」、「有機反応解析」、「天然物有機化

学」、「高分子化学」を加えた14単位のうち

10単位を履修することにより、生物学の学

修に有機化合物、ファインケミカルに関す

る知識・理解の導入が図れる。これにより、

生物学領域で取り扱う生体分子・タンパク

質・遺伝子そのものの動態を探求するにと

どまるだけでなく、分子反応速度論解析や

分子デザインに対する視点を取り入れ、生

体分子の機能改変・ドラッグデリバリー等、

将来、生物学と化学の融合領域「食品・医薬

製造業分野」において活躍するための能力

を身に付けることができる。

・生物学×地球科学

 地球科学分野（古生物学分野）が提供す

るプログラム「地学概論」、「地球科学実験
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ⅠA」、「地球科学実験ⅠB」の６単位を履

修することにより、生物学の学修に、地質学

・生物微化石学に関する知識・実験技術を導

入し、生物遺骸から産生される資源学、地球

進化学等の知見を強化することにより、将

来、生物学と地球科学の融合領域「環境アセ

スメント、地球資源開発分野」において活躍

するための能力を身に付けることができる

。

［「自然科学系」分野横断型プログラム］ 

（図表）

また、各専門分野がプログラムとして提

供する科目を［資料５ 「自然科学系」分野

横断型プログラム授業科目］に示した。

［「自然科学系」分野横断型プログラム］

（図表）

また、各専門分野がプログラムとして提

供する科目を［資料２ 「自然科学系」分野

横断型プログラム授業科目］に示した。

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（27 ページ）

新 旧 

CPOT 教育プログラムは大学院創成科学

研究科博士前期課程を中心とする専攻横

断型学生小集団（コホート）に課題解決型

実践教育を実施する教育プログラムであ

り、研究科に９つのプログラムを開設して

いる。［資料６ CPOT 教育プログラムの
概要等］

（４）体系的な教育課程とその編成方針 

生物学科では、［資料７ 生物学科授業

科目一覧］に列記する授業科目を設置し、

学生に以下に示すディプロマ・ポリシーに

掲げた各能力を身に付けさせるための教

育課程を編成する。卒業までに、「共通教

育科目」から34単位、「専門科目」から9

0単位、合計124単位の履修が必要となる。

CPOT 教育プログラムは大学院創成科学

研究科博士前期課程を中心とする専攻横

断型学生小集団（コホート）に課題解決型

実践教育を実施する教育プログラムであ

り、研究科に９つのプログラムを開設して

いる。［資料３ CPOT 教育プログラムの
概要等］

（４）体系的な教育課程とその編成方針 

生物学科では、［資料４ 生物学科授業

科目一覧］に列記する授業科目を設置し、

学生に以下に示すディプロマ・ポリシーに

掲げた各能力を身に付けさせるための教

育課程を編成する。卒業までに、「共通教

育科目」から34単位、「専門科目」から9

0単位、合計124単位の履修が必要となる。
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（31 ページ）

新 旧 

各科目とディプロマ・ポリシーとの対応

については、［資料８ 生物学科カリキュラ

ムマップ］に示した。

５．教員組織の編成の考え方及び特色 

本学部の教育課程を担当する教員は、研

究を行う分野に応じて大学院創成科学研究

科理学系学域の数理科学分野、物理学分野、

情報科学分野、生物学分野、化学分野、地球

科学分野に配置され研究を行うとともに、

本学部の教育課程の要請に応えて必要とさ

れる教育を担当している者である。新たに

設置する化学科の教育は、学生が所属する

学科の専門科目を「学科専門教育科目」とし

て学生にしっかりと学ばせて高い専門性を

育成するため、前述の化学分野の教員が主

に担当する。教員組織は次の通りである。 

本学の大学教育職員の定年年齢は［資料

９ 国立大学法人山口大学職員就業規則］

の第19条第１項において、65歳と定められ

ている。なお、完成年度までに予定されてい

る定年退職者については、教育の質を担保

するため、［資料10 国立大学法人山口大学

契約教育職員就業規則］の第２条第１項に

規定された特命教育職員として引き続き雇

用する予定である。

各科目とディプロマ・ポリシーとの対応

については、［資料５ 生物学科カリキュラ

ムマップ］に示した。

５．教員組織の編成の考え方及び特色 

本学部の教育課程を担当する教員は、研

究を行う分野に応じて大学院創成科学研究

科理学系学域の数理科学分野、物理学分野、

情報科学分野、生物学分野、化学分野、地球

科学分野に配置され研究を行うとともに、

本学部の教育課程の要請に応えて必要とさ

れる教育を担当している者である。新たに

設置する化学科の教育は、学生が所属する

学科の専門科目を「学科専門教育科目」とし

て学生にしっかりと学ばせて高い専門性を

育成するため、前述の化学分野の教員が主

に担当する。教員組織は次の通りである。 

本学の大学教育職員の定年年齢は［資料

６ 国立大学法人山口大学職員就業規則］

の第19条第１項において、65歳と定められ

ている。なお、完成年度までに予定されてい

る定年退職者については、教育の質を担保

するため、［資料７ 国立大学法人山口大学

契約教育職員就業規則］の第２条第１項に

規定された特命教育職員として引き続き雇

用する予定である。 

（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（35～36 ページ）

新 旧 

標準的履修［資料 11 生物学科履修モデル

（標準的履修者）］： 

バイオ・食品・医薬・環境アセスメント関

連企業等の生産・品質管理・環境系技術者を

めざす学生の履修例である。共通教育科目、

標準的履修［資料８ 生物学科履修モデル

（標準的履修者）］： 

バイオ・食品・医薬・環境アセスメント関

連企業等の生産・品質管理・環境系技術者を

めざす学生の履修例である。共通教育科目、
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生物学科の学科専門教育科目及びデータサ

イエンス教育科目の必修科目及び選択必修

科目に加え、その他の専門科目の選択科目

の一部を履修する。

分野横断型プログラム履修 

［資料 12 生物学科履修モデル（分野横断

型プログラム履修者）］： 

生物学科の学科専門教育科目で生物学を

学び、さらには分野横断型プログラムによ

り付加的能力を身に付け、生物学を基盤と

した幅広い分野で活躍することを目指す学

生の履修例である。この例では、標準的履修

に加え、物理・情報科学科の提供するスポー

ツ物理学分野の分野横断型プログラムの授

業科目（力学Ⅰ、力学Ⅱ、連続体物理学）を

履修する。卒業後は、臨床バイオメカニクス

分野、人間工学分野等での活躍が想定され

る。

大学院進学に向けた履修［資料 13 生物学

科履修モデル（大学院進学者）］： 

大学院に進学し、より深い専門知識、研究

スキルを身につけた上で、バイオ・食品・医

薬・環境アセスメント関連企業等の生産・品

質管理・環境系技術者や生物学を専門とし

た理科教員をめざす学生の履修例である。

企業や海外の研究機関でインターンシップ

を行っている期間は、同一時期に開講され

ている講義が受講できない。博士前期課程

１年の間にインターンシップに参加する事

を想定し、標準的履修［資料 

11］に加え、博士前期課程１年を対象に開講

される大学院科目を４年次に先取り履修す

る。

生物学科の学科専門教育科目及びデータサ

イエンス教育科目の必修科目及び選択必修

科目に加え、その他の専門科目の選択科目

の一部を履修する。

分野横断型プログラム履修 

［資料９ 生物学科履修モデル（分野横断

型プログラム履修者）］： 

生物学科の学科専門教育科目で生物学を

学び、さらには分野横断型プログラムによ

り付加的能力を身に付け、生物学を基盤と

した幅広い分野で活躍することを目指す学

生の履修例である。この例では、標準的履修

に加え、物理・情報科学科の提供するスポー

ツ物理学分野の分野横断型プログラムの授

業科目（力学Ⅰ、力学Ⅱ、連続体物理学）を

履修する。卒業後は、臨床バイオメカニクス

分野、人間工学分野等での活躍が想定され

る。

大学院進学に向けた履修［資料 10 生物学

科履修モデル（大学院進学者）］： 

大学院に進学し、より深い専門知識、研究

スキルを身につけた上で、バイオ・食品・医

薬・環境アセスメント関連企業等の生産・品

質管理・環境系技術者や生物学を専門とし

た理科教員をめざす学生の履修例である。

企業や海外の研究機関でインターンシップ

を行っている期間は、同一時期に開講され

ている講義が受講できない。博士前期課程

１年の間にインターンシップに参加する事

を想定し、標準的履修［資料８］に加え、博

士前期課程１年を対象に開講される大学院

科目を４年次に先取り履修する。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（48 ページ）

新 旧 

令和元年度は［資料 14 講師派遣型アラカ

ルト研修会テーマ一覧］に記載した 11テー

マの研修会が実施され、令和２年度も同様

の研修を計画している。 

このほか、「学生による授業評価」や「卒

業生満足度」調査によって学生の意見聴取

を行い、その分析結果を全学の関係委員会

等で共有している。 

本学部においては教授内容・方法の改善

及び向上のため、各学科が授業のピアレビ

ューを実施している。ピアレビューは、毎年

度１回、各学科（物理・情報学科及び生物・

化学科においては各コース）で実施し、授業

を行った本学部教員に対して同じ学科（コ

ース）担当の教員がレビューを行っている。

15．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

（１）教育課程内の取組

本学では、全学生に対し、共通教育科目の

教養コア系列において、キャリア教育とし

て「知の広場」及び「キャリア教育」、デー

タサイエンス教育として「データ科学と社

会Ⅰ」及び「データ科学と社会Ⅱ」、知的財

産教育として「知的財産入門」を必修科目と

しており、社会的・職業的自立を目指した指

導を全学で行っている。［資料 15 社会的・

職業的自立を図るための授業科目シラバス

（令和２年度開講分）］

さらに、令和元年度からは以下の独自プ

ログラムを開設している。

令和元年度は［資料 11 講師派遣型アラカ

ルト研修会テーマ一覧］に記載した 11テー

マの研修会が実施され、令和２年度も同様

の研修を計画している。 

このほか、「学生による授業評価」や「卒

業生満足度」調査によって学生の意見聴取

を行い、その分析結果を全学の関係委員会

等で共有している。 

本学部においては教授内容・方法の改善

及び向上のため、各学科が授業のピアレビ

ューを実施している。ピアレビューは、毎年

度１回、各学科（物理・情報学科及び生物・

化学科においては各コース）で実施し、授業

を行った本学部教員に対して同じ学科（コ

ース）担当の教員がレビューを行っている。

15．社会的・職業的自立に関する指導等及び

体制 

（１）教育課程内の取組

本学では、全学生に対し、共通教育科目の

教養コア系列において、キャリア教育とし

て「知の広場」及び「キャリア教育」、デー

タサイエンス教育として「データ科学と社

会Ⅰ」及び「データ科学と社会Ⅱ」、知的財

産教育として「知的財産入門」を必修科目と

しており、社会的・職業的自立を目指した指

導を全学で行っている。［資料 12 社会的・

職業的自立を図るための授業科目シラバス

（令和２年度開講分）］

さらに、令和元年度からは以下の独自プ

ログラムを開設している。 
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（新旧対照表）設置の趣旨等を記載した書類（51 ページ以降）

新 旧 

資料１ （高校生対象）山口大学理学部教育

改革（構想中）に関する調査

資料２ 生物・化学科 大学選びに関する

アンケート

資料３ （企業・団体対象）山口大学理学部

教育改革（構想中）に関する調査

資料４ 山口大学のデータサイエンス教育

資料５ 「自然科学系」分野横断型プログラ

ム授業科目

資料６ CPOT 教育プログラムの概要等

資料７ 生物学科授業科目一覧

資料８ 生物学科カリキュラムマップ

資料９ 国立大学法人山口大学職員就業規

    則

資料 10 国立大学法人山口大学契約教育職

員就業規則 

資料 11 生物学科履修モデル（標準的履修 

者） 

資料 12 生物学科履修モデル（分野横断型 

プログラム履修者 

資料 13 生物学科履修モデル（大学院進学 

者） 

資料 14 講師派遣型アラカルト研修会 

テーマ一覧 

資料 15 社会的・職業的自立を図るための 

授業科目シラバス 

（令和２年度開講分） 

資料１～３の新規追加に伴う資料番号の変

更

（新規追加）

（新規追加）

（新規追加）

資料１ 山口大学のデータサイエンス教育

資料２ 「自然科学系」分野横断型プログラ

ム授業科目

資料３ CPOT 教育プログラムの概要等

資料４ 生物学科授業科目一覧

資料５ 生物学科カリキュラムマップ

資料６ 国立大学法人山口大学職員就業規

  則

資料７ 国立大学法人山口大学契約教育職

員就業規則 

資料８ 生物学科履修モデル（標準的履修 

者） 

資料９ 生物学科履修モデル（分野横断型 

プログラム履修者 

資料 10 生物学科履修モデル（大学院進学 

者） 

資料 11 講師派遣型アラカルト研修会 

テーマ一覧 

資料 12 社会的・職業的自立を図るための 

授業科目シラバス 

（令和２年度開講分） 
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